
（一財）機械振興協会経済研究所主催
第456回機振協セミナーのご案内

「コロナ禍における産業の構造的問題と
中小企業の戦略的対応」

－自動車関連産業の実態調査からー

報告者は、産業の構造変化を受けている中小企業が、コロナ禍でどのような影響を受けているのか、EV化と

電動化という産業の構造変化の中にある自動車産業においてサプライチェーンを支えている下請型中小企業

がコロナ禍でどのような構造的な影響を受けているのかを実態調査から明らかにしている。

今回の実態調査で調査対象企業の多くが述べていたのが、コロナ禍と、リーマンショックと東日本大震災とは

違うということである。リーマンショックと東日本大震災では業績への影響は大きかったが、コロナ禍では業績への

影響は社会的な影響に比べて大きくなかったといえる。一方で、前述のようにテレワークの普及など事業環境が

変化する中で、企業の意識が組織内に向き、働き方や地域との関係性の見直しなど、構造改革を促した点を

見ることができた。

■開催日時 2023年1月16日（月）13：30～15：00

■開催方式 WEBシステムにより開催

事前申込制（先着100名 参加費無料）

■講師 岩手県立大学 総合政策学部 准教授

機械振興協会経済研究所 特任研究員 近藤 信一

■モデレータ 機械振興協会 理事兼 経済研究所所長代理 北嶋 守

お申込みは、申込み受付
（https://forms.gle/V6T75sAaFAWtGvTq9）より、
2023年1月11日（水）までにお申込み下さい。

受付完了後メールにてWeb会議参加要領をお送りします。受講票は発行いたしません。
受講時にご使用していただく資料も後日メールにてお送り致します。
なお、ご提供頂く個人情報は、当協会セミナー、講演会及び展示会関連等以外に使用致しません。
WEB会議中の画面録画や録画した映像の転載は禁止させて頂きます。

お問い合わせ先 E-mail：somu3@jmf.or.jp  （運営委託先：日本機械工業連合会 総務）


